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１ 自己収入の拡大 １）寄附金 ２）社会人学習プログラム ３）資産の有効活用 ２ 収益事業の展開






























研究室 (下図 : イメージ）
京 都 大 学




























































































































































































































































ROUND TABLE 「ARTIFICIAL INTELLIGENCE 
AND IMAGING : A REVOLUTION?」
大 学 の
動き
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TKUM PIC 2015/3/ 調 / 考 1-16/C.82-
2086, 総合博物館文化史資料沖縄関係ガラ














次の URL でご覧いただけます。 
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/about/public/issue/kouhou/
このたび，倉田学児.教授が逝去されました。ここに謹んで哀
悼の意を表します。以下に同氏の略歴，業績等を紹介します。
倉田　学児 教授
倉田学児先生は，平成29年6月12日逝去されました。享年47。
先生は，平成4年3月京都大学工学部衛生工学科を卒業，同6
年3月同大学院工学研究科修士課程を修了，同8年3月同博士後期課程を退学し，豊橋技術科
学大学工学部エコロジ 工ー学系教務職員に採用され，同10年4月助手，同19年4月京都大学
大学院地球環境学堂地球益学廊准教授に就任，同20年4月工学研究科都市環境工学専攻准
教授に配置換，同29年6月教授に昇任し，環境システム工学講座大気・熱環境工学分野を担
任されました。この間，平成10年9月に京都大学博士（工学）の学位を授与されています。
先生は，環境施設のプロセスシミュレーション技術の開発，大気化学輸送モデルを用いた大
気汚染物質の長距離輸送プロセスの解析，大気汚染とのコ・ベネフィットを考慮した低炭素社会
シナリオ構築などの分野において，基礎的・応用的研究を推進し，優れた研究業績を残され，
土木学会地球環境論文賞等を受賞されています。
また，環境システム計測制御学会編集委員長をはじめ，土木学会地球環境委員会，同環境シ
ステム委員会および大気環境学会などにおいて，委員，幹事および編集委員等の要職を歴任され，
京都府，京都市，大津市および大阪市等において，環境問題に関する各種委員会の委員を務め
られ，環境行政の円滑な遂行にも尽力されました。
（大学院工学研究科）
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